
阿
闇
世
の
廻
心

本

願

寺

派

、

水

原

智

行

は
じ
め
に

阿
閣
世
王
の
救
い
に
よ
っ
て
、
私
は
浄
土
真
宗
の
救
済
を
具
体
的
に
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

王
舎
城
の
悲
劇
か
ら
阿
闇
世
の
苦
悩
の
あ
り
さ
ま
や
、
堕
地
獄
を
恐
れ
る
様
子
や
、
六
師
外
道
で
は
救
わ
れ
な
い
こ
と
を
解
明
し
て

き
た
。
不
可
治
か
ら
可
治
に
転
じ
る
論
理
を
考
察
し
て
き
た
。
阿
闇
世
の
告
白
し
た
罪
の
実
態
か
ら
、
五
逆
罪
・
詩
法
罪
・
一
間
提
を

（

i
）
 

考
察
し
、
親
驚
聖
人
独
自
の
一
闇
提
観
や
逆
詩
観
・
阿
闇
世
観
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

本
論
文
は
、
阿
闇
世
の
漸
塊
か
ら
展
開
し
て
み
る
。
親
驚
聖
人
の
漸
塊
観
を
考
察
し
、
断
慌
に
よ
っ
て
阿
闇
世
の
罪
が
消
滅
し
た
か

ら
救
わ
れ
た
の
か
、
漸
協
は
自
己
内
省
の
糸
口
で
、
救
い
は
廻
心
に
よ
っ
て
真
実
信
心
を
獲
得
す
る
こ
と
に
帰
す
る
の
か
を
う
か
が
っ

て
み
た
い
。

「
阿
闇
世
王
の
為
に
浬
繋
に
入
ら
ず
」
と
釈
尊
は
弟
子
に
説
法
す
る
。
こ
の
説
法
に
救
わ
れ
が
た
い
阿
闇
世
に
差
し
向
け
ら
れ
た
如

来
の
救
済
が
あ
る
。
出
離
の
縁
の
な
い
阿
闇
世
を
救
う
如
来
の
大
悲
を
説
法
よ
り
分
析
し
て
み
る
。
五
逆
の
罪
を
犯
し
た
悪
人
が
救
わ

れ
る
論
理
、
因
縁
に
よ
っ
て
苦
悩
す
る
も
の
が
浬
繋
に
い
た
る
論
理
、
無
自
性
仏
性
の
も
の
が
縁
に
よ
っ
て
迷
界
か
ら
悟
界
に
転
じ
る

七
五



阿
閤
世
の
廻
心

七
六

論
理
、
こ
れ
ら
の
論
理
に
は
た
ら
く
如
来
の
大
悲
を
あ
き
ら
か
に
し
て
、
阿
閣
世
の
廻
心
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
。

一
、
阿
間
世
の
漸
悌

着
目
婆
は
六
師
外
道
の
説
で
は
救
わ
れ
な
い
阿
閤
世
に
、

エ
ム
ヤ
イ
ヅ
ク
ン
ゾ
コ
ト
ヲ
イ
ナ
ヤ
｝
（

2
）

大
王
、
得
一
安
眠
不
。

仏
に
帰
依
す
る
よ
う
に
奏
上
す
る
。

と
、
ま
た
、モ

ス

ト

ヲ

ニ

ヲ

シ

テ

f
ダ

ケ

リ

ヲ

ニ

ハ

ク

ノ

ヲ

リ

ノ

ク

タ

ス

ク

ヲ

ユ

ハ

ニ

ハ

ナ

リ

王
難
ν
作
レ
罪
、
心
生
－
重
幅
f

而
懐
暫
塊
寸
大
玉
、
諸
悌
世
尊
常
説
一
是
言
。
有
一
二
白
法
↓
能
救
二
衆
生
べ
一
悪
、
二
塊
。
悪

且つ
3
凡

ハ

ヂ

ハ

ミ

ズ

カ

ラ

ズ

ラ

ヲ

ハ

ズ

テ

ヲ

ナ

サ

シ

メ

ハ

ニ

ミ

ズ

カ

ラ

シ

ユ

チ

ス

ハ

シ

テ

フ

ニ

ハ

ハ

グ

ニ

ハ

ハ

ザ

ニ

ヲ

ク

ト

者
白
不
レ
作
レ
罪
、
塊
者
不
一
教
レ
他
作
寸
草
者
内
白
基
恥
、
懐
者
発
露
向
レ
人
。
暫
者
基
レ
人
、
恨
者
基
レ
天
、
是
名
二
暫
慎
一

ハ
ヂ
ハ
ズ

ハ

ズ

テ

セ

ト

テ

ス

ト

ガ

ニ

ク

ス

ヲ

ガ

ニ

ク

コ

ヲ

タ

ヰ

ヤ

ウ

無
意
偶
者
不
一
名
為
v
人
、
名
為
二
畜
生
。
有
二
軍
慎
一
一
故
、
則
能
恭
一
敬
父
母
・
師
長
寸
有
二
車
慎
一
故
、
説
レ
有
一
父
母
・
兄ア

ニ

テ

イ

ン

マ

イ

ツ

ブ

升

ニ

り

ト

（

3
）

弟
・
姉
妹
寸
善
哉
大
王
、
具
有
一
暫
憾
。

オ
ト
ト
ア
ネ
イ
モ
ウ
ト

と
あ
る
。

阿
闇
世
は
、
殺
父
の
事
実
を
後
悔
し
て
罪
の
報
い
を
恐
れ
て
堕
地
獄
の
不
安
を
も
ち
、
堕
地
獄
の
自
身
に
絶
望
し
、
罪
に
対
し
て
断

慌
し
て
い
る
。
阿
闇
世
に
誓
婆
は
諸
仏
世
尊
の
法
と
し
て
三
つ
の
漸
塊
を
説
い
て
い
る
。
香
婆
は
、
漸
憐
こ
そ
仏
が
衆
生
を
救
済
す
る

手
が
か
り
で
あ
る
と
奏
ト
い
す
る
。
漸
憾
と
は
自
他
に
罪
を
恥
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
断
塊
の
有
無
で
「
無
暫
塊
は
名
づ
け
て
人
と
為
さ
ず
、

山
首
生
と
為
す
」
と
あ
り
、
無
断
憾
の
者
は
畜
生
で
あ
り
、
人
間
性
の
喪
失
し
た
者
で
あ
る
。
慨
塊
の
あ
る
者
は
、
宗
教
的
罪
悪
を
自
覚

し
た
者
で
あ
り
、
人
間
性
の
あ
る
人
間
で
あ
る
。
断
塊
は
人
倫
の
原
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
者
婆
は
、
「
断
惚
あ
り
」
と
称
賛
こ
そ
は

し
て
い
る
が
、
「
漸
塊
せ
よ
」
と
強
制
し
て
い
な
い
。



（

4
）
 

親
驚
聖
人
は
、
漸
惚
・
無
慨
憶
に
つ
い
て

を
中
心
に
し
て
親
鷲
聖
人
の
断
塊
観
を
う
か
が
っ
て
み
る
。

「
教
行
信
証
」

（

5
）
 

で
四
箇
所
引
い
て
い
る
。
『
正
像
末
和
讃
』
に
は
二
箇
所
あ
る
。
こ
れ
ら

一
つ
目
の
引
用
は
、
『
般
舟
讃
』
を
引
く
「
信
巻
」
の
大
信
釈
に
あ
る
二
河
警
の
結
論
の
丈
で
あ
る
。
こ
の
漸
憶
は
、
発
露
し
て
滅

罪
す
る
と
言
う
意
味
で
は
な
く
、
「
種
種
の
方
便
を
し
て
、
わ
れ
ら
が
無
上
の
信
心
を
発
起
せ
し
め
た
ま
へ
り
」
こ
と
を
知
ら
な
い
こ

と
を
漸
慌
し
て
い
る
。
釈
尊
・
弥
陀
の
ご
苦
労
を
知
ら
な
い
こ
と
を
断
惜
し
て
い
る
。

一
一
つ
目
の
引
用
は
、
「
信
巻
」
で
阿
閤
世
に
対
し
て
香
婆
が
い
う
漸
憾
で
あ
る
。
こ
の
漸
憾
の
な
い
も
の
は
人
間
性
の
喪
失
し
た
畜

生
で
あ
る
。

（

8
）
 

一
一
一
つ
目
の
引
用
は
、
提
婆
達
多
の
漸
憾
で
あ
る
。
提
婆
達
多
は
阿
閤
世
に
取
り
入
る
た
め
に
神
通
幻
術
を
行
っ
た
。
阿
闇
世
は
天
の

是
陀
羅
華
を
欲
し
、
そ
の
求
め
に
応
じ
て
是
陀
羅
華
を
取
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
神
通
を
失
い
、
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
と
き

に
提
婆
達
多
が
「
心
に
漸
憶
を
生
じ
」
と
あ
り
、
こ
の
場
合
は
宗
教
的
内
省
で
は
な
く
、
単
に
恥
ず
か
し
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

四
つ
目
の
引
用
は
、
「
化
身
土
巻
」
の
三
経
隠
顕
釈
で
の

『
住
生
札
讃
』

の
説
で
あ
る
。

シ

ス

ル

テ

ヲ

セ

ン

ト

ヲ

ノ

ハ

ハ

ニ

マ

レ

ニ

ウ

ヲ

ハ

ニ

ニ

ウ

ヲ

ヲ

ノ

ニ

マ

シ

ガ

ス

ス

ル

ニ

ヲ

ニ

ト

ノ

若
欲
三
捨
レ
専
修
二
雑
業
一
者
、
百
時
希
得
一
一
一
二
↓
千
時
希
得
二
五
三
寸
何
以
故
。
乃
由
三
雑
縁
乱
動
失
二
正
念
二
故
、
与
一
一
仏
本

ル

ガ

セ

ニ

ト

セ

ル

ガ

ニ

ル

ガ

ゼ

ニ

ニ

ケ

ル

ガ

セ

ニ

ス

ル

ガ

ニ

ル

ガ

イ

ン

ナ

ラ

ニ

願
一
不
二
相
応
一
故
、
与
レ
教
相
違
故
、
不
レ
順
一
仏
語
一
故
。
係
念
不
二
相
続
一
故
、
憶
想
間
断
故
、
回
願
不
二
態
重
真
実
一
故
、

カ

ク

ル

ネ

ム

ゴ

ロ

ニ

ノ

タ

リ

ス

ル

ガ

ニ

キ

ガ

コ

｝

ノ

ニ

リ

ナ

リ

ノ

ハ

ノ

モ

ウ

ク

ノ

貧
蹟
諸
見
煩
悩
来
間
断
故
、
無
レ
有
情
塊
憐
悔
心
一
故
、
機
悔
有
一
一
三
品
（
一
乃
至
一
上
・
中
・
下
。
上
品
機
悔
者
、
身
毛
孔

ノ
ヲ
川
ヅ
ク
イ
九
ユ

ヨ

リ

ヲ

シ

ノ

ヨ

リ

ス

オ

パ

ク

ノ

卜

ノ

ハ

ニ

ア

ソ

キ

ア

セ

ヨ

リ

ヅ

ノ

ヨ

リ

ノ

ガ

ル

ハ

ク

ノ

ト

中
血
流
、
眼
中
血
出
者
、
名
二
上
品
憐
悔
寸
中
品
機
悔
者
、
偏
身
熱
汗
従
二
毛
孔
出
、
眼
中
血
流
者
、
名
一
一
中
品
機
悔
寸
下

ノ

ハ

ト

ヲ

リ

ア

y
ク

ノ

ヨ

リ

ダ

ル

ヲ

パ

ク

ノ

ト

ラ

ノ

モ

ト

レ

ク

タ

ル

ノ

ヲ

ナ

リ

ス

品
機
悔
者
、
偏
身
徹
熱
、
眼
中
涙
出
者
、
名
二
下
品
機
悔
寸
此
等
一
二
品
、
難
レ
有
二
差
別
↓
固
定
久
種
二
解
脱
分
善
根
一
人
c

到
レ

ム

ル

コ

ト

ヲ

ニ

ヒ

ヲ

ク

シ

ズ

オ

シ

マ

ヲ

モ

ン

ザ

ン

ギ

ス

レ

パ

チ

ク

リ

テ

ズ

イ

シ

ク

ク

ノ

ス

レ

パ

ズ

ヲ

ノ

ナ

使
下
今
生
敬
レ
法
重
レ
人
不
レ
惜
一
身
命
ペ
乃
至
小
罪
若
機
即
能
徹
二
心
髄
↓
能
如
レ
此
機
者
、
不
レ
問
二
久
近
一
所
有
重
障
皆

タ

チ

マ

テ

ニ

セ

シ

レ

パ

ク

セ

ノ

タ

ト

ヒ

ニ

モ

ト

ム

レ

ド

モ

イ

ニ

シ

タ

ガ

フ

テ

ル

ナ

サ

ノ

ハ

シ

ト

ヌ

モ

ズ

ト

ル

ル

イ

ク

ヱ

チ

頓

滅

尽

M

若
不
レ
如
レ
此
、
縦
使
日
夜
十
二
時
、
急
走
終
是
無
レ
益
。
差
不
レ
作
者
、
応
レ
知
、
難
ν
不
レ
能
一
流
一
保
流
血

ナ
ミ
ダ

阿
閤
世
の
廻
心

七
七
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ク

ハ

ト

ミ

ジ

ト

（

9）

等
一
但
能
真
心
徹
到
者
、
即
与
レ
上
向
。

ト
ヲ
リ
イ
タ
ル

（
問
）

と
あ
る
。
『
往
生
札
讃
」
の
雑
修
の
十
三
失
の
う
ち
の
九
失
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
雑
行
を
修
す
る
も
の
の
第
九
失
を
結
ん
で
、

「
断
慌
機
悔
の
心
あ
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
」
と
あ
る
。
「
憐
悔
に
一
二
品
あ
り
」
と
要
・
略
・
広
の
コ
一
種
の
機
悔
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の

九
失
は
雑
修
雑
心
の
失
で
あ
る
。
雑
修
と
は
法
の
失
、
雑
心
と
は
機
の
失
で
、
要
門
は
法
と
機
の
失
を
出
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
慨
悔
の

丈
は
、
九
失
の
最
後
に
あ
た
り
、
雑
縁
乱
動
の
す
が
た
で
あ
り
、
そ
の
内
障
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
三
品
の
憐
悔
に
つ
い
て
は
、
「
身

の
毛
孔
の
う
ち
よ
り
血
を
流
し
、
眼
の
う
ち
よ
り
血
出
す
」
上
品
の
憾
悔
、
「
偏
身
に
熱
き
汗
毛
孔
よ
り
出
づ
、
眼
の
う
ち
よ
り
血
の

流
る
る
」
中
品
の
憐
悔
、
「
偏
身
徹
り
熱
く
、
眼
の
う
ち
よ
り
一
供
出
づ
る
」
下
品
の
憐
悔
に
よ
っ
て
ど
ん
な
小
罪
も
「
も
し
慨
す
れ
ば
、

す
な
は
ち
ょ
く
心
髄
に
徹
り
て
、
よ
く
か
く
の
ご
と
く
慨
す
れ
ば
、
久
近
を
聞
は
ず
、
諸
有
の
重
障
み
な
た
ち
ま
ち
に
滅
尽
せ
し
む
る

七
j人

こ
と
を
致
す
」
と
、
機
悔
は
重
障
を
滅
尽
す
る
。
「
真
心
徹
到
す
る
も
の
は
、
す
な
は
ち
上
と
同
じ
」
と
あ
る
。
「
真
心
徹
到
」
の
金
剛

の
真
実
心
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
憐
悔
に
同
じ
で
あ
り
、
衆
生
の
う
え
に
如
来
回
向
の
真
実
信
心
を
疑
う
こ
と
な
く
い
た
だ
く
こ
と
で

あ
る
。

（
日
）

ま
た
、
「
観
念
法
門
」
を
引
く
「
信
巻
」
に
「
す
べ
て
余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂
す
と
論
ぜ
ず
」
と
あ
り
、
心
光
照
護
の
益
の
丈
で

（
ロ
）

あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
の
光
明
は
、
念
仏
の
行
者
を
摂
取
し
て
捨
て
な
い
。
心
光
照
護
は
、
念
仏
の
行
者
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、

「
尊
号
真
像
銘
文
』
に
も
、

「
総
不
論
照
摂
余
雑
業
行
者
」
と
い
ふ
は
総
は
す
べ
て
と
い
ふ
、

み
な
と
い
ふ
、
雑
行
雑
修
の
人
を
、
は
す
べ
て
み
な
て
ら
し
を
さ

め
ま
も
り
た
ま
は
ず
と
な
り
。
て
ら
し
ま
も
り
た
ま
は
ず
と
申
す
は
、
摂
取
不
捨
の
利
益
に
あ
づ
か
ら
ず
と
な
り
、
本
願
の
行
者

に
あ
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
な
り
と
し
る
べ
し
。
し
か
れ
ば
摂
護
不
捨
と
釈
し
た
ま
は
ず
。
「
現
生
護
念
増
上
縁
」
と
い
ふ
は
、
こ
の
世
に

（
日
）

て
ま
こ
と
の
信
あ
る
人
を
ま
も
り
た
ま
ふ
と
申
す
み
こ
と
な
り
、
増
上
縁
は
す
ぐ
れ
た
る
強
縁
と
な
り
。



と
、
阿
弥
陀
仏
の
心
光
は
雑
行
雑
修
の
行
者
を
摂
取
し
な
い
。
さ
ら
に
、
『
高
僧
和
讃
」

の
善
導
讃
に
、

真
心
徹
到
す
る
ひ
と
は

金
剛
心
な
り
け
れ
ば

二
一
品
の
機
悔
す
る
ひ
と
と

（

は

）

ひ
と
し
と
宗
師
は
の
た
ま
へ
り

と
あ
り
、
真
心
徹
到
す
る
人
と
三
品
の
憐
悔
す
る
人
と
は
等
し
い
と
そ
の
信
徳
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
真
実
信
心
に
よ
る
如
来
の
滅

罪
と
三
品
の
憐
悔
を
し
て
の
衆
生
の
滅
罪
と
が
同
一
の
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
「
散
善
義
」
の
下
品
上
生
の
釈
の
問
答
で
十

二
部
経
を
聞
い
て
も
千
劫
の
罪
し
か
除
か
れ
な
い
が
、

一
戸
弥
陀
の
名
を
称
え
た
ら
、

五
百
万
劫
の
罪
が
除
か
れ
る
よ
う
に
こ
の
「
ひ

と
し
」
は
同
一
で
は
な
く
、
大
い
に
相
違
が
あ
る
。
凡
夫
の
心
は
散
乱
し
や
す
く
、
そ
の
上
に
凡
夫
の
罪
業
は
、
凡
夫
で
す
べ
て
知
る

こ
と
が
で
き
ず
、
如
来
に
よ
る
滅
罪
に
遠
く
及
ば
な
い
。
『
往
生
札
讃
」
に
は
、
凡
夫
だ
け
で
は
な
く
、
「
か
く
の
ご
と
き
等
の
罪
、
上

（

問

）

諸
の
菩
薩
に
至
り
、
下
芦
聞
・
縁
覚
に
至
る
ま
で
、
知
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
無
辺
の
罪
業
で
あ
り
、

（

げ

）

（

日

目

）

「
唯
仏
と
仏
と
の
み
乃
ち
能
く
我
が
罪
の
多
少
を
知
り
た
ま
へ
り
」
と
あ
る
。

漸
塊
憐
悔
と
真
実
信
心
の
違
い
は
、
滅
罪
を
求
め
る
か
求
め
な
い
か
で
あ
る
。
漸
惚
憐
悔
は
真
実
信
心
に
至
ら
し
め
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
元
照
律
師
の
「
弥
陀
経
義
疏
』
を
引
く
「
化
身
土
巻
」
の
真
門
釈
に
「
ま
づ
余
善
を
庇
し
て
少
善
根
と
す
。
い
は
ゆ
る
布

施
・
持
戒
・
立
寺
・
造
像
・
札
諦
・
座
禅
・
憐
念
・
苦
行
、
一
切
福
業
、
も
し
正
信
な
け
れ
ば
、
回
向
願
求
す
る
に
み
な
少
善
と
す
。

往
生
の
因
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
。
こ
の
少
善
根
の
九
義
中
、
機
念
の
語
義
は
、
慨
悔
の
お
も
い
で
あ
り
、
余
善
で
あ
り
、
往
因
で
は
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
四
つ
目
の
慨
恨
憐
悔
は
、
真
門
の
余
善
中
の
一
行
で
あ
り
、
漸
悔
憐
悔
し
て
滅
罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
親
鷲
聖
人
は
こ
の
よ
う
な
少
善
根
を
積
む
漸
憾
で
滅
罪
を
す
る
こ
と
を
勧
め
な
い
。
慨
惚
機
悔
に
よ
っ
て
罪
が
消
滅
す

る
と
い
う
次
の
、

阿
閤
世
の
廻
心
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王
若
憐
悔
懐
二
漸
慎
一
者
。
罪
即
除
減
清
添
如
レ
本
。

や

若
懐
一
断
慎
一
罪
則
消
滅
。

の
『
浬
繋
経
』
の
文
を
引
か
な
い
。
漸
塊
滅
罪
に
よ
っ
て
人
は
救
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
た
だ
信
心
を
要
と
す
る
と
し
る
べ
し
」
で

あ
る
。
漸
憾
に
よ
る
滅
罪
を
親
驚
聖
人
は
必
要
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
無
漸
慨
に
つ
い
て
は
、
漸
憶
は
罪
を
反
省
し
人
間
性
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
加
盟
…
漸
憶
は
、
「
名
づ
け
て
人
と
せ
ず
、
名
づ
け

て
畜
生
と
す
」
と
、
人
間
性
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
者
婆
が
阿
閣
世
に
奏
上
し
て
い
る
。

『
正
像
末
和
讃
』
の
悲
歎
述
懐
讃
で
、

無
漸
無
恨
の
こ
の
身
に
て

ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
は
な
け
れ
ど
も

弥
陀
の
回
向
の
御
名
な
れ
ば

功
徳
は
十
方
に
み
ち
た
ま
ふ

小
慈
小
悲
も
な
き
身
に
て

有
情
利
益
は
お
も
ふ
ま
じ

如
来
の
願
船
い
ま
さ
ず
は

苦
海
を
い
か
で
か
わ
た
る
べ
き

蛇
蝿
好
詐
の
こ
こ
ろ
に
て



自
力
修
善
は
か
な
ふ
ま
じ

無如
悔~来
無の
惚回
に向
てを
は Tこ
での
ぞ ま
せ（で
ん竺は

と
あ
る
。
こ
の
和
讃
に
は
親
鷲
聖
人
ご
自
身
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
単
に
自
己
反
省
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
末
法
の
機
の
邪

偽
を
悲
歎
し
て
い
る
。
虚
仮
偽
り
の
心
を
も
ち
、
不
浄
な
行
い
を
し
て
も
断
塊
な
く
、
不
実
な
自
己
で
あ
り
つ
づ
け
、
漸
憶
す
る
こ
と

さ
え
で
き
な
い
自
身
で
あ
る
。
小
慈
小
悲
も
な
く
人
間
性
の
な
い
蛇
蝿
の
心
の
持
ち
主
で
あ
り
、
自
力
修
善
の
で
き
な
い
自
身
で
あ
る
。

そ
の
断
憾
の
な
い
自
己
は
、
た
だ
十
方
三
世
に
阿
弥
陀
仏
が
回
向
す
る
本
願
を
信
じ
、
乗
託
す
る
し
か
な
い
。
如
実
の
漸
慌
が
で
き
な

い
も
の
は
、
自
ら
の
は
か
ら
い
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
真
実
信
心
に
よ
る
し
か
な
く
、
真
実
信
心
で
し
か
救
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（幻）

親
鷺
聖
人
の
漸
惚
観
に
み
る
宗
教
的
人
間
は
「
愚
者
に
な
る
」
こ
と
で
あ
る
。
愚
者
が
ご
本
願
を
聞
い
て
悲
痛
な
る
自
己
の
本
性
を

信
知
す
る
の
で
あ
る
。

二
、
阿
闇
世
王
の
為
に
浬
繋
に
入
ら
ず

難
化
の
三
機
・
難
治
の
＝
一
病
を
阿
闇
世
の
う
え
に
み
る
と

釈
迦
・
意
提
方
便
し
て

『
浄
土
和
讃
』
に
、

浄
土
の
機
熟
す
れ
ば

闇 雨
王行
逆 大
悪臣
興 謹
ぜと
し（し
む竺て

と
あ
る
。
阿
間
世
は
、
罪
科
を
認
め
漸
慨
し
で
も
な
お
己
が
罪
過
に
執
し
て
、
自
身
に
執
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
時
、
頻
婆
裟
羅
王
の

阿
閣
世
の
廻
心
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阿
閤
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入

声
が
阿
閣
世
の
退
路
を
断
ち
切
る
。
悶
絶
す
る
阿
閣
世
に
真
実
へ
の
道
を
決
定
さ
せ
る
。
出
離
の
縁
の
な
い
身
に
は
、

た
だ
如
来
の
大

悲
の
救
済
だ
け
で
あ
る
。
如
来
の
大
悲
は
、

ν

ガ

ノ

フ

ニ

ノ

ズ

ラ

ニ

ノ

ノ

ダ

ハ

ト

ク

コ

ト

（

お

）

如
二
我
所
v
一
三
口
、
為
二
阿
閤
世
王
一
不
レ
入
二
浬
繋
一
。
如
ν
是
蜜
義
、
汝
未
ν
能
レ
解
。

と
仏
弟
子
に
は
理
解
の
で
き
な
い
仏
の
境
界
で
あ
る
。
こ
こ
に
阿
闇
世
は
救
い
な
き
絶
望
者
か
ら
救
い
の
あ
る
信
心
獲
得
者
と
転
じ
る

の
で
あ
る
。

「
阿
闇
世
王
の
為
に
浬
繋
に
入
ら
ず
」
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
て
み
よ
う
。

フ

ト

ハ

ハ

ク

ピ

ル

ヲ

ノ

ナ

リ

ハ

ノ

ナ

リ

レ

ニ

ズ

一

我
言
レ
為
者
、
一
切
凡
夫
、
阿
闇
世
王
者
、
普
及
一
切
造
一
五
逆
者
。
又
復
為
者
、
即
是
一
切
有
為
衆
生
、
我
終
不
下
為
二
元
為
衆

ノ

ン

テ

セ

テ

ヲ

ノ

ニ

レ

ハ

ル

ニ

ハ

セ

ル

ヲ

ノ

ナ

リ

ハ

ル

生
一
而
住
も
於
レ
世
。
何
以
故
、
夫
元
為
者
非
二
衆
生
一
也
。
阿
閣
世
者
、
即
是
具
二
足
煩
悩
等
一
者
。
又
復
為
者
、
即
是
不
ν
見
二
悌

ヲ

ナ

リ

シ

ミ

ム

モ

ノ

ニ

ハ

ヲ

レ

ニ

ズ

ユ

ン

ク

セ

ニ

ヲ

ノ

ニ

ル

ヲ

ノ

ハ

ル

ニ

ハ

ダ

性
一
衆
生
。
若
見
二
係
性
（
我
終
不
二
為
久
住
v
於
ν
世
。
何
以
故
、
見
）
悌
性
一
者
非
二
衆
生
一
也
。
阿
闇
世
者
、
即
是
一
切
未
レル

セ

ヲ

ノ

ナ

リ

（

お

）

ハ

テ

ス

ト

ハ

テ

ス

ト

ハ

ク

オ

ン

ニ

ノ

ル

ヲ

ゼ

設
二
阿
蒋
多
羅
三
窺
三
菩
提
心
一
者
。
（
乃
至
）
又
復
為
者
、
名
為
二
悌
性
↓
阿
閣
者
、
名
為
二
不
生
↓
世
者
名
ν
怨
。
以
レ
不
レ
生
一
一
悌

ヲ

ニ

ノ

ア

ダ

ズ

ノ

ア

ダ

ズ

ル

ガ

ニ

レ

ナ

ヲ

ヲ

ノ

ル

ヲ

ヲ

ニ

チ

ル

ヲ

テ

ヲ

ヲ

ニ

チ

ウ

性
一
故
、
則
煩
悩
怨
生
。
煩
悩
怨
生
故
、
不
レ
見
一
傍
性
。
以
レ
不
レ
生
二
煩
悩
一
故
、
則
見
二
悌
性
寸
以
ν
見
二
悌
性
一
故
、
則
得
三

コ

ト

ヲ

ニ

ヲ

ク

ト

ノ

ニ

テ

ス

ト

ハ

ク

ニ

ハ

ク

ト

ハ

ク

ニ

T

安
二
住
大
般
浬
繋
ペ
是
名
二
不
生
サ
是
故
名
為
二
阿
闇
世
寸
善
男
子
、
阿
闇
者
名
一
一
不
生
↓
不
生
者
名
二
浬
葉
一
世
名
二
世
法
↓
為
者

ク

ワ

ニ

テ

ノ

ヲ

ナ

ル

ガ

ザ

ル

ケ

ガ

サ

ニ

ニ

ズ

ト

ラ

ニ

（

幻

）

名
ニ
不
汚
寸
以
二
世
人
法
一
所
レ
不
レ
汚
故
、
元
日
一
一
元
辺
阿
僧
祇
劫
、
不
レ
入
ニ
浬
繋
寸

ケ
ガ
ス

と
あ
る
。
右
の
引
丈
を
次
の
五
つ
に
分
け
る
。

為
と
言
ふ
は
、

一
切
凡
夫
・
阿
闇
世
王
は
、
普
く
及
び
一
切
五
逆
を
造
る
者
な
り
。

為
は
、
即
ち
是
れ
一
切
有
為
の
衆
生
な
り
。

為
は
、
即
ち
是
れ
仏
性
を
見
、
ざ
る
衆
生
な
り
。

為
は
、
名
づ
け
て
仏
性
と
な
す
。



為
と
は
、
不
汚
に
名
づ
く
。

①
「
為
と
言
ふ
は
、

『
浬
般
市
経
」
の
通
常
の
訓
点
と
は
異
な
る
。
そ
の
違
い
を
比
較
し
て
み
る
。

一
切
凡
夫
・
阿
閣
世
王
は
、
普
く
及
び
一
切
五
逆
を
造
る
者
な
り
」
は
、
親
鷲
聖
人
の
訓
点
に
よ
る
訓
読
は
、

「
信
巻
」
の
訓
読

為
と
言
ふ
は
、

一
切
凡
夫
・
阿
闇
世
王
は
、
普
く
及
び
一
切
五
逆
を
造
る
者
な
り
。

『
大
般
浬
般
市
経
』
党
行
品

為
と
言
ふ
は
、

一
切
凡
夫
な
り
。
阿
閣
世
と
普
く
一
切
の
五
逆
を
造
る
者
に
及
川
町
o

こ
の
二
つ
の
文
の
特
徴
は
「
為
と
言
ふ
は
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
修
飾
す
る
文
節
の
関
わ
り
に
あ
る
。
「
信
巻
」
の
「
為
と
言
ふ
は
」
は
、

「
一
切
凡
夫
・
阿
閣
世
王
」
に
か
か
っ
て
い
る
。
「
浬
繋
経
』
の
「
為
と
言
ふ
は
」
は
「
一
切
凡
夫
」
だ
け
に
か
か
っ
て
い
る
。

「
信
巻
」
の
「
為
と
一
一
一
日
ふ
は
」
を
受
け
る
「
一
切
凡
夫
」
と
「
阿
闇
世
王
」
は
同
格
で
あ
り
、

一
切
の
凡
夫
と
阿
閣
世
が
五
逆
罪
を

造
る
者
と
な
る
。
『
浬
繋
経
』
で
は
一
切
凡
夫
と
い
い
、
「
一
切
凡
夫
」
は
、

五
逆
を
犯
し
た
阿
閤
世
と
「
普
く
一
切
の
五
逆
を
造
る

者
」
ま
で
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。

一
切
の
凡
夫
の
な
か
に
、
阿
闇
世
と
五
逆
罪
を
造
る
人
が
あ
り
、

五
逆
を
造
ら
な
い
人
も
い
る
こ
と
に

な
る
。
す
べ
て
の
凡
夫
と
い
い
な
が
ら
も
五
逆
を
犯
さ
な
い
人
を
認
め
て
い
る
。
「
信
巻
」
は
、

こ
と
で
、
阿
闇
世
と
一
切
凡
夫
は
等
し
く
五
逆
の
罪
科
を
も
つ
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

一
切
凡
夫
と
阿
闇
世
を
同
格
に
す
る

②
「
為
は
、
即
ち
是
れ
一
切
有
為
の
衆
生
な
り
」
は
、

一
切
衆
生
で
は
な
く
、
「
一
切
有
為
の
衆
生
」
で
あ
り
、
「
無
為
は
衆
生
に
あ

ら
ず
」
と
あ
る
。

有
為
と
は
、
因
と
縁
と
の
和
合
に
よ
り
生
じ
た
一
切
の
現
象
で
あ
り
、
無
為
と
は
因
縁
に
よ
る
為
作
・
造
作
を
超
越
し
た
真
知

（お）

（
仏
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
無
為
の
衆
生
は
存
在
し
な
い
。

「
信
巻
」
に
「
序
分
義
」
を
引
き
、

阿
閣
世
の
廻
心
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ジ

テ

ニ

テ

ダ

ラ

キ

ノ

ハ

ニ

ヒ

チ

ス

ヲ

ン

ル

ヲ

ノ

ハ

此
五
濁
五
苦
等
、
通
二
六
道
一
受
、
未
レ
有
二
元
者
一
、
常
逼
二
悩
之
寸
若
不
レ
受
二
此
苦
一
者
、

ズ

セ

ム

ナ

ヤ

マ

ス

と
あ
る
よ
う
に
、
衆
生
に
は
六
道
を
輪
廻
転
生
す
る
苦
悩
が
あ
る
。
苦
悩
は
、

即
非ル

凡
数ノ
摂ー二 ｝＼

也？？四

因
縁
に
依
っ
て
生
じ
る
現
象
で
あ
り
、

有
為
の
世
界
に

生
き
る
者
に
は
離
れ
難
い
も
の
で
あ
る
。
出
世
間
的
立
場
よ
り
み
る
と
、

あ
ら
ゆ
る
人
は
苦
悩
を
持
ち
、

五
濁
・
五
苦
を
も
ち
、

こ
れ

に
苦
し
み
輪
廻
転
生
す
る
有
為
的
な
存
在
で
あ
る
。
釈
尊
が
一
切
衆
生
と
言
わ
れ
ず
に
、
「
一
切
有
為
衆
生
」
と
言
わ
れ
た
本
意
で
あ

る
③
「
為
は
、
即
ち
是
れ
仏
性
を
見
ざ
る
衆
生
な
り
」
と
あ
る
「
仏
性
を
見
、
ざ
る
衆
生
」
と
は
、

一
間
提
の
こ
と
で
あ
る
。

不
見
仏
性
の
阿
闇
世
の
た
め
に
浬
般
市
に
入
ら
な
い
と
釈
尊
は
説
い
て
い
る
。
阿
閣
世
は
ま
だ
無
上
菩
提
心
を
起
こ
し
て
は
い
な
い
。

不
見
仏
性
は
阿
闇
世
の
現
実
を
語
る
も
の
で
、
堕
地
獄
の
畏
れ
に
沈
む
阿
闇
世
に
仏
性
を
見
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
阿
闇
世
の
救
済

は
見
不
見
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

④
「
為
は
、
名
づ
け
て
仏
性
と
な
す
」
に
お
い
て
、
「
為
・
阿
闇
・
世
」
を
「
仏
性
・
不
生
・
怨
」
と
し
て
、
こ
れ
を
二
重
に
読
む
。

先
ず
は
、
「
仏
性
を
生
ぜ
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
煩
悩
の
怨
生
ず
。
煩
悩
の
怨
生
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
仏
性
を
見
ざ
る

な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
仏
性
不
生
・
怨
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仏
性
が
生
じ
な
け
れ
ば
、
煩
悩
の
怨
生
ず
。
だ
か
ら
、
仏
性
を

見
な
い
。
「
仏
性
↓
不
生
↓
怨
」
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
流
転
の
様
相
で
あ
る
。
仏
智
に
お
い
て
は
、
流
転
が
あ
れ
ば
、
必
ず
解
脱
が

あ
る
。次

に
、
「
煩
悩
を
生
ぜ
ざ
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
仏
性
を
見
る
。
仏
性
を
見
る
を
も
っ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
大
般

浬
繋
に
安
住
す
る
こ
と
を
得
。
こ
れ
を
不
生
と
名
づ
く
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
怨
不
生
・
仏
性
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
解
脱

の
様
相
で
あ
る
。
煩
悩
を
生
じ
な
い
の
で
、
仏
性
を
見
る
。
「
怨
↓
不
生
↓
仏
性
」
と
い
う
こ
と
で
、
「
仏
性
↓
不
生
H
大
浬
繋
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
「
不
生
」
に
は
、
「
生
じ
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
「
大
浬
繋
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
見

不
見
が
問
題
な
の
で
あ
る
。



⑤
「
為
と
は
、
不
汚
に
名
づ
く
」
は
、
「
為
・
阿
闇
・
世
」
を
「
不
汚
・
不
生
・
世
法
」
と
し
て
そ
の
意
味
を
現
す
。
不
生
を
浬
繋

と
し
て
、
仏
陀
の
境
界
で
あ
る
大
浬
繋
は
、
世
の
八
法
で
あ
る
利
・
衰
・
致
・
誉
・
称
・
識
・
苦
・
楽
に
け
が
さ
れ
な
い
。
常
住
で
あ

る
か
ら
、
浬
繋
に
入
ら
な
い
。

以
上
、
五
つ
の
「
為
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
は
じ
め
の
三
つ
は
流
転
す
る
も
の
の
た
め
に
な
さ
れ
た
釈
尊
の
大
悲
を
現
す
の
で

あ
る
。
第
四
は
流
転
と
解
脱
の
両
方
を
現
し
て
、
流
転
あ
る
が
故
に
解
脱
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
五
は
大
浬
繋
・
知
来
の
あ

（犯）

り
方
が
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
流
転
・
最
極
悪
の
阿
闇
世
の
為
に
浬
繋
に
入
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
釈
尊
の
意
趣
で
あ
る
。

い
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
点
が
あ
る
。

し
か
し
、

第
一
の
「
為
」
で
一
切
凡
夫
は
五
逆
罪
を
犯
し
た
阿
闇
世
と
同
じ
で
あ
る
と
論
じ
た
が
、
そ
の
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
が
救
わ
れ
る
か

ど
う
か
を
論
じ
て
い
な
い
。

第
二
の
「
為
」
で
無
為
は
真
如
で
あ
る
に
対
し
て
、
因
縁
に
依
っ
て
苦
悩
を
も
っ
有
為
の
衆
生
は
何
を
も
っ
て
浬
繋
に
至
る
か
を
論

じ
て
い
な
い
。

残
り
三
つ
の
「
為
」
で
、
仏
性
に
依
っ
て
一
間
提
で
も
成
仏
し
、
仏
性
は
浬
繋
で
あ
る
と
論
じ
た
が
、
衆
生
の
仏
性
は
無
自
性
仏
性

で
あ
る
故
に
、
縁
に
依
っ
て
転
じ
て
し
ま
う
。

こ
の
三
点
を
更
に
「
浬
繋
に
入
ら
ず
」
の
如
来
の
仏
心
と
関
連
し
て
考
察
し
て
み
る
。

（お）

仏
心
と
は
、
『
観
経
』
に
「
仏
心
と
は
大
慈
悲
こ
れ
な
り
。
無
縁
の
慈
を
も
っ
て
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
摂
す
」
と
あ
る
。
大
悲
は
、

無
縁
の
慈
悲
で
あ
り
仏
の
み
に
有
る
。
無
縁
は
法
縁
な
ど
を
超
越
し
た
慈
悲
で
あ
る
。
全
く
因
縁
が
な
く
、
縁
の
い
ら
な
い
慈
悲
で
あ

ツ

ヲ

（

M
A）

る
。
こ
れ
は
有
縁
に
対
し
て
『
大
経
」
の
「
我
建
二
超
世
願
一
」
に
あ
た
る
。
超
世
願
は
、
知
来
の
慈
悲
の
自
由
と
平
等
を
意
味
す
る
。

更
に
、
無
縁
は
無
為
有
為
に
住
せ
ず
、
三
世
に
執
ら
わ
れ
ず
、

で
あ
り
、
不
可
能
の
な
い
如
来
の
所
作
を
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
仏
が
慈
悲
心
を
お
こ
し
衆
生
を
救
済
す
る
の
に
、
如
何
な
る
制

一
切
の
束
縛
か
ら
解
脱
し
た
も
の
で
あ
り
、
如
何
な
る
も
の
に
も
自
由

阿
閤
世
の
廻
心

八
五



阿
閤
世
の
廻
心

八
六

限
も
受
け
ず
に
自
由
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
が
、
大
悲
無
縁
の
経
説
で
あ
る
。

「
浬
繋
に
入
ら
ず
」
の
仏
心
が
如
来
の
大
慈
悲
心
で
あ
り
、
「
不
取
正
覚
」
と
同
意
で
あ
る
。
コ
一
点
の
う
ち
、
最
初
の
二
つ
の
衆
生
は
、

五
逆
・
一
切
の
凡
夫
と
有
為
の
衆
生
で
、
無
有
出
離
縁
の
自
身
で
あ
り
、
自
身
の
救
済
を
願
望
し
て
も
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
彼
ら
を
救
済
す
る
の
は
、
自
ら
の
因
縁
に
依
っ
て
成
ず
る
も
の
で
な
く
、
如
来
の
無
縁
の
大
悲
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

衆
生
の
仏
性
は
無
自
性
仏
性
で
あ
る
が
故
に
、
如
来
そ
の
も
の
の
無
縁
の
大
悲
で
悟
界
に
転
ず
る
の
で
あ
る
。

難
化
の
三
機
・
難
治
の
三
病
の
阿
闇
世
を
救
済
す
る
た
め
に
、
「
浬
繋
に
入
ら
ず
」
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

更
に
如
来
の
出
世
の
本
懐
は
、
『
大
経
』
を
引
く
「
教
巻
」
に
、

ノ
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小
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選
施
中
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。
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（

お

）

欲
下
彊
－
群
蔚
－
恵
以
中
員
賓
之
利
目

と
あ
る
。
如
来
は
、

一
切
凡
夫
・
一
切
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
世
に
出
興
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
「
若
不
生
者
不
取
正
覚
」
と
誓
う
自

利
利
他
不
二
の
救
済
者
で
あ
る
c

三
、
月
愛
三
昧
と
説
法

阿
闇
世
の
為
に
釈
尊
は
月
愛
三
味
に
入
る
。
阿
閣
世
の
身
を
照
ら
し
て
、
携
を
直
ち
に
治
し
た
。
月
愛
三
昧
に
つ
い
て
阿
閣
世
と
香

婆
と
に
三
度
問
答
が
あ
る
。

釈
尊
が
ど
う
し
て
光
明
を
放
っ
た
の
か
と
阿
闇
世
は
問
、
っ
。
香
婆
は
、
阿
闇
世
王
が
身
と
心
を
治
療
で
き
る
方
が
い
な
い
と
歎
い
て

い
る
の
で
、
先
ず
身
体
を
光
明
に
よ
っ
て
治
し
、
心
を
救
お
う
と
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
答
え
る
。



世
に
尊
ば
れ
て
い
る
如
来
が
私
に
ど
う
し
て
会
お
う
と
し
て
く
れ
る
の
か
と
問
う
。
こ
の
間
い
は
、
な
ぜ
悪
人
を
救
う
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
香
婆
は
、
七
人
の
子
ど
も
の
中
に
病
気
の
子
ど
も
が
い
た
ら
、
七
人
の
子
ど
も
は
同
じ
で
掛
け
替
え
の
な
い
の
で
あ
る

が
、
今
、
病
に
苦
し
む
一
人
の
子
ど
も
に
親
は
愛
情
を
注
ぐ
と
睦
言
え
る
。
仏
は
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
平
等
で
あ
る
が
、
罪
の
あ
る
も
の

に
対
し
て
特
に
心
を
懸
け
る
。
放
逸
な
者
に
如
来
は
慈
悲
を
か
け
、
不
放
逸
な
者
に
は
心
を
か
け
な
い
。
不
放
逸
の
者
は
、
初
地
か
ら

六
地
に
ま
で
の
菩
薩
で
、
放
っ
て
お
い
て
も
よ
く
、
放
逸
の
者
は
凡
夫
で
あ
る
か
ら
放
っ
て
は
お
け
な
い
。
罪
の
苦
悩
す
る
者
に
対
し

て
の
仏
の
大
慈
悲
で
あ
り
、
難
化
の
三
機
・
難
治
の
三
病
の
救
済
を
説
く
悪
人
正
機
の
根
拠
で
あ
る
。
ま
た
、
平
等
と
は
、
生
ま
れ
・

年
齢
・
貧
富
・
時
節
・
日
の
善
し
悪
し
・
職
業
・
地
位
に
執
着
せ
ず
、
分
け
隔
て
の
な
い
心
で
あ
り
、
罪
に
苦
し
む
者
を
慈
し
む
こ
と

で
あ
る
。

月
愛
三
昧
と
は
何
か
。

月
愛
三
昧
は
、
月
が
華
を
聞
き
鮮
明
に
さ
せ
る
よ
う
に
、
衆
生
の
善
心
を
聞
か
せ
る
も
の
で
あ
る
。
月
光
は
一
切
の
行
路
の
人
を
喜

ば
せ
る
よ
う
に
、
浬
繋
を
修
道
す
る
心
の
歓
喜
を
生
じ
さ
せ
る
。
月
愛
三
味
は
、
言
葉
に
よ
る
説
法
で
は
な
く
、
光
明
に
よ
る
救
済
で

あ
る
。
月
愛
三
昧
は
、
あ
た
か
も
月
明
か
り
が
暗
闇
に
あ
り
な
が
ら
光
を
射
す
こ
と
を
い
い
、
月
の
明
か
り
の
よ
う
に
優
し
く
包
む
寛

容
性
が
あ
る
慈
悲
の
光
に
包
ま
れ
た
世
界
を
象
徴
し
て
い
る
。
光
明
は
『
大
経
』
に
「
も
し
三
塗
の
勤
苦
の
処
に
あ
り
て
、
こ
の
光
明

を
見
た
て
ま
つ
れ
ば
、
み
な
休
息
を
得
て
ま
た
苦
悩
な
し
」
と
あ
り
、
身
心
を
照
ら
し
苦
悩
を
除
く
は
た
ら
き
が
あ
る
。
釈
尊
は
、
阿

闇
世
の
苦
悩
を
言
語
で
慰
め
る
の
で
な
く
て
、
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
不
安
と
絶
望
を
静
寂
の
中
に
、
共
感
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿

闇
世
王
の
為
に
浬
繋
に
入
ら
ず
は
、
若
不
生
者
不
取
正
覚
と
同
義
で
あ
る
。

月
愛
三
味
は
念
仏
三
昧
で
あ
る
。
『
浄
土
和
讃
」
に
「
超
日
月
光
こ
の
身
に
は

（
幻
）

一
子
の
ご
と
く
憐
念
す
」
と
あ
る
。
念
仏
三
昧
は
虚
仮
の
世
界
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
仏
の
願
い
と
功
徳
の
満
ち
た
名
号
を
称
え
る

念
仏
三
昧
お
し
へ
し
む

十
方
の
如
来
は
衆
生
を

他
力
念
仏
の
こ
と
で
あ
る
。
月
愛
三
味
は
、
濁
世
に
あ
り
な
が
ら
阿
閣
世
を
包
み
込
み
苦
悩
か
ら
静
寂
に
向
か
う
の
で
あ
る
。

阿
閤
世
の
廻
心

人
七



阿
閣
世
の
廻
心

人

jへ

釈
尊
の
説
法
は
、
阿
闇
世
を
不
安
か
ら
悟
り
に
導
く
。
釈
尊
は
、
阿
閣
世
の
不
安
を
聞
き
、
「
い
か
ん
ぞ
説
き
て
さ
だ
め
て
地
獄
に

入
ら
ん
と
い
は
ん
」
と
、
阿
閣
世
が
良
心
の
阿
責
で
罪
悪
に
執
ら
わ
れ
、
堕
地
獄
の
身
と
独
り
善
が
り
に
卑
下
し
、
絶
望
し
、
孤
立
し

て
は
い
な
い
か
と
諭
す
。
人
が
罪
を
犯
す
の
は
、
時
代
や
社
会
背
景
に
多
分
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
罪
過
を
認
め
る
が
、
罪
人
個
人

（お）

を
憎
ま
な
い
と
い
う
姿
勢
で
、
「
も
し
な
ん
ぢ
父
を
殺
し
て
ま
さ
に
罪
あ
る
べ
く
は
、
わ
れ
ら
諸
仏
ま
た
罪
ま
し
ま
す
べ
し
」
と
罪
の

多
面
性
や
関
連
性
を
示
し
て
、
阿
闇
世
の
罪
は
阿
闇
世
一
人
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
慈
し
み
の
あ
る
言
葉
で
あ
る
。

そ
の
他
に
頻
婆
裟
羅
王
に
も
罪
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
貧
狂
・
薬
狂
・
阻
ん
柾
・
本
業
縁
狂
の
四
狂
に
錯
乱
し
本
来
の
自
分
の
心
を
失
い
、

実
有
の
執
を
と
り
、
僻
見
に
滞
っ
て
大
利
を
失
う
過
失
で
あ
る
と
教
誠
し
た
。

ま
た
、
愚
人
の
眼
と
賢
人
の
眼
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。
愚
人
と
は
凡
夫
で
あ
り
、
見
え
る
も
の
だ
け
を
真
実
と
思
い
、
信
じ
る
こ

と
で
あ
る
。
見
え
る
も
の
だ
け
を
信
じ
る
の
は
、
六
師
外
道
の
諸
説
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
真
実
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

出
世
間
の
仏
の
眼
で
見
る
と
、
殺
父
は
罪
で
は
な
い
。
こ
れ
は
殺
父
を
無
罪
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
阿
闇
世
が
罪
に
執
ら
わ
れ
て

い
る
と
諭
す
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
空
と
縁
起
か
ら
罪
を
み
て
、
「
有
」
は
存
在
す
る
こ
と
に
執
ら
わ
れ
固
定
化
し
執
着
し
て
迷
う
こ
と
で
あ
り
、
「
無
」
は
存

在
し
な
い
こ
と
に
執
ら
わ
れ
る
。
空
と
縁
起
に
よ
り
、
阿
闇
世
の
殺
父
は
現
実
に
起
こ
っ
た
重
罪
な
の
で
あ
る
が
、
罪
を
永
遠
に
固
定

す
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
因
縁
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
、
阿
闇
世
一
人
が
罪
を
か
ぶ
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
罪
を
固
定

化
し
て
、
未
来
の
堕
地
獄
に
絶
望
し
、
自
虐
的
に
な
り
、
破
滅
的
に
な
る
の
で
は
な
く
、
殺
父
の
現
実
を
現
実
と
ふ
ま
え
て
、
そ
れ
を

引
き
受
け
て
、
真
実
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
べ
き
こ
と
を
知
る
よ
う
に
と
諭
す
。



四
、
阿
闇
世
の
廻
心

阿
闇
世
の
た
め
に
月
愛
三
昧
に
入
る
。
阿
闇
世
へ
の
説
法
は
、
罪
悪
に
執
ら
わ
れ
、
罪
の
多
面
性
と
関
連
性
を
一
不
し
、
阿
闇
世
の
罪

は
阿
閤
世
一
人
の
も
の
で
は
な
い
と
諭
し
た
。

阿
閣
世
は
、
聴
聞
し
て
、
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パ

テ

ル

ズ

ル

ヲ

ヲ

世
尊
、
我
見
二
世
間
ぺ
従
二
伊
蘭
子
一
生
一
伊
蘭
樹
↓
不
ν
見
下
伊
蘭
生
一
栴
檀
樹
一
者
同
我
今
始
見
下
従
一
一
伊
蘭
子
一
生
中
栴
檀
樹
印
伊
蘭

ガ

ハ

ガ

ノ

ハ

テ

ズ

ラ

セ

ム

コ

ト

ヲ

ヲ

ズ

ゼ

ヲ

ヲ

ク

ト

子
者
、
我
身
是
也
。
栴
檀
樹
者
、
即
是
我
心
元
根
信
也
。
元
根
者
、
我
初
不
レ
知
三
恭
一
敬
如
来
↓
不
レ
信
一
法
僧
べ
是
名
－
元
根
4

ン

ズ

パ

マ

ウ

ア

ハ

ニ

ニ

テ

ニ

テ

ニ

ク

ノ

ヲ

マ

ツ

ル

ヲ

テ

ヲ

ミ

タ

テ

マ

ツ

サ

ノ

ノ

世
尊
、
我
若
不
レ
遇
二
如
来
世
尊
↓
嘗
下
於
一
元
量
阿
僧
祇
劫
ペ
在
一
大
地
獄
一
受
中
元
量
苦
日
我
今
見
レ
悌
、
以
レ
是
見
一
悌
所
レ

エ

タ

マ

ワ

ヲ

セ

シ

ム

ト

ノ

ザ

ア

（

ω）

得
功
徳
↓
破
二
壊
衆
生
煩
悩
悪
心
寸

と
、
廻
心
し
て
そ
の
告
白
は
歓
喜
極
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
。
救
い
な
き
絶
望
者
か
ら
信
心
獲
得
者
へ
と
転
じ
た
歓
び
で
あ
る
。
「
我

今
始
め
て
伊
蘭
子
よ
り
栴
檀
樹
を
生
ず
る
を
見
る
」
と
あ
る
。
伊
蘭
子
と
は
、
父
を
殺
し
た
阿
闇
世
自
身
で
、
真
実
信
心
の
な
い
、
仏

を
信
じ
な
い
阿
闇
世
で
あ
る
。
栴
檀
樹
と
は
、
芳
し
く
香
る
栴
檀
の
樹
で
、
釈
尊
の
願
い
が
満
ち
た
心
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
煩
悩
を

断
ち
、
悪
心
を
破
り
た
い
と
の
阿
闇
世
の
願
心
で
あ
る
。
伊
蘭
子
の
轍
え
の
よ
う
に
煩
悩
と
五
逆
罪
と
悪
道
と
煩
悩
障
惑
・
業
障
業
・

報
障
苦
の
三
障
と
無
辺
の
重
罪
の
者
が
如
来
の
大
悲
無
縁
の
救
い
を
得
て
、
無
根
の
信
の
真
実
信
心
を
得
た
歓
び
で
あ
る
。
「
無
根
と

（

必

）

は
、
わ
れ
は
じ
め
て
如
来
を
恭
敬
せ
ん
こ
と
を
知
ら
ず
、
法
僧
を
信
ぜ
ず
、
こ
れ
を
無
根
と
名
づ
く
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
・
法
・
僧

（
円
相
）

の
ゴ
一
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
自
分
の
こ
と
で
あ
る
。
「
は
じ
め
て
如
来
を
恭
敬
せ
ん
こ
と
を
知
ら
ず
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

何
も
正
し
い
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
解
っ
て
い
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
正
し
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
意
味

阿
闇
世
の
廻
心

J¥ 
九



阿
闇
世
の
廻
心

九。

で
あ
る
。

こ
の
無
根
の
信
は
、
「
阿
闇
世
王
の
為
に
浬
繋
に
入
ら
ず
」

の
仏
の
大
悲
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
の
で
あ
る
。

阿
閤
世
の
無
根
の
信
の
告
白
は
、

釈
尊
に
値
遇
す
る
こ
と
に
よ
り
、

本
願
招
喚
の
勅
命
に
発
起
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
信
心
は
、

如
来
よ
り
賜
る
信
心
で
あ
り
、

「
信
巻
」

の
法
義
釈
に
、

ト

ハ

ノ

ノ

ナ

リ

ノ

ニ

シ

コ

ト

ニ

ク

ト

テ

ヲ

次
言
二
信
楽
一
者
、
則
是
如
来
満
足
大
悲
円
融
無
碍
信
心
海
。
是
故
疑
蓋
無
レ
有
一
間
雑
べ
故
名
二
信
楽
寸
即
以
二
利
他
国
向
之
至
心
↓

ス

ル

ノ

ト

ニ

タ

シ

ニ

チ

ン

メ

イ

シ

ニ

セ

ラ

レ

テ

ニ

シ

ノ

為
二
信
楽
体
一
也
。
然
従
一
無
始
一
巳
来
、
一
切
群
生
海
、
流
一
転
無
明
海
一
、
沈
二
迷
諸
有
輪
↓
繋
二
縛
衆
苦
輪
↓
無
二
清
浄
信
楽
ベ

シ

ヅ

ミ

マ

ド

フ

ツ

ナ

グ

シ

パ

ル

ト

シ

テ

シ

ノ

ヲ

テ

ガ

タ

ク

ハ

チ

グ

シ

ノ

ガ

タ

シ

シ

ノ

ニ

ニ

ク

法
爾
無
－
一
真
実
信
楽
サ
是
以
無
上
功
徳
、
難
二
巨
値
遇
↓
最
勝
浄
信
、
難
二
巨
獲
得
。
一
切
凡
小
、
一
切
時
中
、
貧
愛
之
心
常
能

カ

タ

シ

ア

フ

ア

フ

ウ

ル

ケ

ガ

シ

ヲ

ニ

ク

ク

ヲ

キ

ウ

サ

キ

ウ

シ

テ

ク

ス

レ

ド

モ

ハ

ラ

フ

ガ

ヲ

テ

ク

ト

ク

テ

ン

グ

ヰ

ト

ル

汚
一
善
心
↓
膿
憎
之
心
常
能
焼
一
法
財
寸
急
作
急
修
如
レ
来
二
頭
燃
↓
衆
名
一
雑
毒
雑
修
之
善
↓
亦
名
一
虚
仮
諸
偽
之
行
↓
不
レ

イ
ソ
ガ
シ

ノ

ト

テ

ノ

ヲ

ス

ル

ト

ニ

（

必

）

名
ニ
真
実
業
也
。
以
二
此
虚
仮
雑
毒
之
善
一
欲
レ
生
－
無
量
光
明
士
↓
此
必
不
可
也
。

と
あ
り
、
疑
葦
無
雑
の
信
心
で
あ
る
。
真
実
信
心
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
を
疑
う
心
が
雑
じ
っ
て
い
な
い
。

法
義
釈
の
至
心
釈
に
「
仏
意
測
り
が
た
し
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
ひ
そ
か
に
こ
の
心
を
推
す
る
に
、
一
切
の
群
生
海
、
無
始
よ
り

こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
機
悪
汚
染
に
し
て
清
浄
の
心
な
し
、
虚
仮
詣
偽
に
し
て
真
実
の
心
な
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、

信
楽
釈
や
欲
生
釈
に
豆
、
心
釈
と
同
じ
く
機
無
・
円
成
・
廻
施
の
法
義
を
展
開
す
一
日
。
機
無
と
は
衆
生
に
真
実
が
絶
無
で
あ
る
こ
と
、
円

成
と
は
衆
生
に
か
わ
っ
て
阿
弥
陀
仏
が
善
根
功
徳
を
成
就
さ
れ
た
こ
と
、
廻
施
と
は
如
来
成
就
の
善
根
功
徳
を
衆
生
に
回
向
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
阿
闇
世
の
無
根
の
信
は
、
全
く
疑
蓋
無
雑
の
真
実
信
心
に
他
な
ら
な
い
。
本
願
は
悪
人
救
済
の
た
め
の
願
で
あ
り
、
虚
仮

不
実
の
衆
生
の
救
済
の
た
め
で
あ
る
。
阿
闇
世
に
は
全
く
仏
国
と
な
る
三
心
は
な
い
。
機
無
・
円
成
・
姐
施
に
よ
り
、
全
く
仏
国
の
な

つ
ま
り
阿
閣
世
に
は
、
自
力
の
は
か
ら
い
な
く
、
無
疑
一
心
に
如
来
回
向
の
真
実
信
心
を
受
け
る
の
み
で
あ
る
。

い
衆
生
、

「
信
巻
」
の
三
信
結
嘆
に
、

信
知
、
至
心
・
信
楽
・
欲
生

ノ

ハ

モ

ナ

リ

卜

ノ

コ

レ

ナ

リ

ヲ

ノ

ニ

其
一
一
百
難
レ
異
、
其
意
惟
一
。
何
以
故
、

’し、
己ニ
2疑ギ

ナ

蓋f
鉦ン

雑ル

故ェ
真
実ノ

,L 、ナ

ヌ正ヲ

名ク
金



剛
真
心
べ

ノ

ヲ

ク

ト

（

灯

金
剛
真
心
是
名
一
真
実
信
心
叶

と
あ
る
。
三
心
の
解
釈
を
結
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
三
心
即
了
心
で
あ
る
無
疑
の
一
心
で
あ
り
、
名
号
領
受
で
あ
る
。
衆
生
に
は
全
く

こ
の
三
心
は
な
く
、
阿
閤
世
を
は
じ
め
衆
生
は
、
如
来
が
成
就
し
た
二
一
心
を
そ
の
ま
ま
受
け
る
の
が
無
線
の
信
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
阿
闇
世
の
無
根
の
信
に
、
「
我
今
仏
を
見
た
て
ま
つ
る
」
と
あ
る
。

見
仏
に
つ
い
て
「
観
経
』
の
真
身
観
に
「
仏
身
を
観
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
亦
仏
心
を
見
る
。
仏
心
と
は
大
慈
悲
こ
れ
な
り
。
無
縁

（
特
）

の
慈
を
以
て
、
諸
々
の
衆
生
を
摂
す
」
と
あ
る
。
観
仏
は
見
仏
で
あ
り
、
見
仏
と
は
肉
眼
で
仏
を
見
る
の
で
は
な
く
、
仏
心
を
知
る
こ

と
で
あ
る
。
大
悲
を
う
か
が
う
こ
と
で
あ
る
。
阿
闇
世
は
堕
地
獄
に
愁
苦
し
て
い
た
。
愁
苦
す
る
罪
悪
人
を
信
知
で
き
る
の
は
仏
の
他

に
な
い
の
で
あ
る
。

」
の
こ
と
は
『
歎
異
抄
」
第
九
条
に
、

し
か
る
に
仏
か
ね
て
し
ろ
し
め
し
て
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
と
仰
せ
ら
れ
た
る
こ
と
な
れ
ば
、
他
力
の
悲
願
は
、
か
く
の
ご
と
き
の

（
印
）

わ
れ
ら
が
た
め
な
り
け
り
と
し
ら
れ
て
、
い
よ
い
よ
た
の
も
し
く
お
ぼ
ゆ
る
な
り
。

と
あ
り
、
仏
が
苦
悩
の
当
事
者
の
阿
闇
世
以
上
に
苦
悩
を
知
っ
て
い
る
。
知
来
の
大
悲
の
目
当
て
は
、
こ
の
苦
悩
者
な
の
で
あ
る
。
今

ま
で
仏
縁
な
く
真
実
の
法
を
開
法
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
絶
望
者
が
、
如
来
の
増
上
縁
の
絶
対
他
力
で
あ
る
本
願
力
の
救
済
を
受
け
て

信
心
獲
得
者
と
な
る
。
絶
望
者
か
ら
信
心
獲
得
者
に
転
ず
る
の
は
、
本
来
自
身
に
な
い
真
実
信
心
を
如
来
よ
り
た
ま
わ
る
廻
心
し
か
な

い
、
こ
れ
が
無
根
の
信
で
あ
る
。
そ
し
て
、
廻
心
と
は
「
唯
信
妙
文
意
』
に
、

（
日
）

廻
心
と
い
ふ
は
、
自
力
の
心
を
ひ
る
が
へ
し
す
つ
る
を
い
ふ
な
り
。

と
あ
る
。
更
に
絶
望
者
を
転
じ
て
信
心
獲
得
者
と
な
っ
た
阿
闇
世
の
告
白
は
、
「
信
巻
」
の
逆
詩
摂
取
釈
に
、

ン

レ

ア

キ

ラ

カ

ニ

ク

セ

ノ

ノ

ヲ

パ

シ

ム

卜

モ

レ

ニ

テ

ニ

ノ

ニ

ニ

ノ

ノ

ケ

ヲ

世
尊
、
若
我
審
能
破
一
壊
衆
生
諸
悪
心
一
者
、
使
下
我
常
在
二
阿
鼻
地
獄
ペ
元
量
劫
中
為
一
一
諸
衆
生
一
受
中
苦
悩
日

ソ
マ
ビ
ラ
カ
ニ

阿
閣
世
の
廻
心

不ズ

以テ
為セ

九
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と
あ
る
よ
う
に
、
真
実
信
心
を
得
た
阿
闇
世
は
、
衆
生
の
悪
心
を
破
壊
す
る
た
め
に
、
わ
が
身
が
常
に
地
獄
に
あ
っ
て
苦
悩
を
受
け
て

も
、
そ
れ
は
苦
と
は
な
ら
な
い
と
告
白
し
て
い
る
。
堕
地
獄
の
罪
過
に
恐
れ
て
い
た
阿
闇
世
が
、
自
ら
地
獄
に
堕
ち
よ
う
と
も
恐
れ
な

り
子
の
よ
う
に
憐
れ
む
心
を
お
こ
す
位
で
、

い
と
地
獄
必
定
と
転
成
し
た
の
で
あ
る
。
極
愛
一
子
地
の
菩
薩
の
志
願
で
あ
る
。

一
般
に
は
初
地
の
歓
喜
地
の
菩
薩
の
境
地
で
あ
る
。
親
驚
聖
人
は
、
怨
親
を
平
等
に
み
そ

一
子
地
と
は
、
す
べ
て
の
衆
生
を
平
等
に
わ
が
ひ
と

な
わ
す
仏
心
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
一
子
地
の
菩
薩
は
、
「
信
巻
」
に
、

ク

ト

ヲ

ノ

ニ

ノ

ノ

ヲ

ニ

ハ

チ

テ

ニ

タ

リ

仏
性
者
名
一
一
一
子
地
寸
何
以
故
。
以
一
一
一
子
地
因
縁
一
故
、
菩
薩
則
於
一
一
一
切
衆
生
一
得
一
平
等
心
寸

ニ

ノ

ニ

キ

フ

ナ

リ

ト

ハ

ナ

リ

ハ

ナ

リ

ト

（

臼

）

故
、
是
故
説
言
一
一
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
寸
一
子
地
者
即
是
仏
性
、
仏
性
者
即
是
如
来
。

切
衆
生p、
畢7
，－－＇－「’

疋テ
キ、I!
ガニゴニ
レ

得ゥ

子
地ヲ

と
あ
り
、
こ
れ
を
証
し
た
の
は
阿
闇
世
で
あ
る
。

阿
三警闇
菩婆世
提、は
心ヲ 我レ
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死セペ
己ニ
得タ
天
身ヲ

ス

テ

ヲ

ミ

ジ

カ

キ

テ

ヱ

ヲ

捨
レ
於
一
短
命
一
而
得
長
命
」

ス

テ

ノ

ヲ

テ

タ

リ

ヲ

捨
二
無
常
身
一
而
得
一
常
身
↓

シ

ム

ノ

ヲ

シ

テ

セ

令
一
↑
諸
衆
生
発
一
阿
轟
多
羅
一
二
一
貌

と
、
天
身
・
長
命
・
常
身
を
得
た
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
天
身
・
長
命
・
常
身
は
大
般
浬
繋
の
身
命
で
あ
り
、
極
愛
一
子
地
の
菩
薩

の
身
命
で
あ
る
。

阿
善ク実闇
能語
療ス甚ダは
ふ微偶

主妙tて

善
巧
於テ
句
義ニ

ノ

ナ

リ

甚
深
秘
蜜
蔵

為
レ
衆
故
顕
一
一
不

，

ノ

司

ノ

所
有
広
博
三
口

為
レ
衆
故
略
説

具
一
足
如
レ
是
語



と
獲
信
を
う
た
っ
て
い
る
。

廻
心
以
前
の
阿
闇
世
は
、
ま
さ
し
く
逆
罪
と
そ
れ
に
よ
る
堕
地
獄
の
報
い
に
震
憾
し
て
い
た
。
そ
の
阿
闇
世
を
地
獄
に
あ
っ
て
も
苦

（
同
）

に
な
ら
な
い
と
転
じ
た
と
こ
ろ
に
廻
心
の
意
義
が
あ
る
。
阿
闇
世
は
自
利
利
他
の
大
乗
菩
薩
道
を
歩
む
者
で
あ
る
。
大
乗
菩
薩
道
は
、

自
利
利
他
の
た
め
に
行
を
な
し
、
た
と
え
我
が
身
は
、
地
獄
に
堕
ち
よ
う
と
も
他
を
救
済
す
る
の
で
あ
る
。
阿
闇
世
の
廻
心
に
お
い
て

他
力
義
の
顕
揚
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
こ
と
だ
け
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
阿
闇
世
が
、
他
者
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
よ
う

（
日
）

に
な
り
、
ま
し
て
や
自
身
が
地
獄
に
堕
ち
よ
う
と
も
苦
と
な
ら
な
い
と
は
他
利
利
他
の
深
義
が
釈
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
と
め

阿
闇
世
の
廻
心
に
真
宗
の
救
済
の
奥
義
が
あ
る
。
阿
闇
世
が
廻
心
で
き
た
の
も
仏
に
遇
い
聞
法
の
縁
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
間
法
は
、
開
即
信
で
あ
り
、
信
仰
の
純
化
さ
れ
た
頂
点
で
あ
る
。
真
実
信
心
の
謂
れ
を
人
間
の
思
慮
を
な
く
し
て
、
た
だ
素
直
に
聞

受
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
信
巻
」
の
信
一
念
釈
に
、

ニ

ニ

イ

フ

ト

ハ

テ

ノ

ヲ

シ

コ

卜

然
経
言
レ
問
者
、
衆
生
間
二
悌
願
生
起
本
末
一
無
レ
有
二
疑
心
↓

ア

ラ

ハ

ス

ノ

エ

チ

ヨ

ヲ

カ

ホ

パ

セ

ナ

リ

ヘ

卜

者
、
形
二
身
心
悦
子
一
之
貌
也
。
言
一
乃
至
一
者
、

ー

ロ

コ

ブ

ノ

（

四

四

）

名
一
一
了
心
寸
一
心
則
清
浄
報
土
真
因
也
。

ヲ

フ

ト

ト

ハ

チ

卜

是
日
レ
聞
也
。
言
二
信
心
一
者
、
則
本
願
力
廻
向
之
信
心
也
。
三
一
歓
喜
一

リ

ト

ハ

キ

ガ

ニ

フ

ト

ヲ

摂
多
少
之
言
也
。
言
一
一
念
一
者
、
信
心
元
－
二
心
一
故
日
一
一
念
ペ
是

と
あ
る
。
ま
た
、
『
一
念
多
念
文
意
』
に
、

「
聞
其
名
号
」
と
い
ふ
は
、
本
願
の
名
号
を
き
く
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
き
く
と
い
ふ
は
、
本
願
を
き
冶
て
、
う
た
が
ふ
こ
冶
ろ

（
日
）

な
き
を
、
聞
と
い
ふ
な
り
。
ま
た
き
く
と
い
ふ
は
、
信
心
を
あ
ら
わ
す
御
の
り
な
り
。

阿
閤
世
の
廻
心

九



阿
閣
世
の
廻
心

九
四

と
あ
る
。
聞
則
信
は
、

一
切
の
自
力
の
計
ら
い
を
捨
て
る
の
で
あ
る
。
仏
に
遇
い
獲
信
す
る
こ
と
の
重
大
さ
と
そ
の
難
し
さ
を
「
穂

序
」
に
、
「
あ
あ
、
弘
誓
の
強
縁
、
多
生
に
も
値
ひ
が
た
く
、
真
実
の
浄
信
、
億
劫
に
も
獲
が
た
し
。
た
ま
た
ま
行
信
を
獲
ば
、
遠
く

（

ω）
 

宿
縁
を
慶
べ
」
と
あ
る
。
阿
闇
世
の
仏
に
遇
う
縁
は
、
者
婆
の
勧
め
と
父
の
頻
婆
裟
羅
王
の
声
で
あ
る
。
仏
縁
あ
っ
て
、
如
来
の
大
悲

の
救
済
を
得
た
。
自
力
に
て
は
転
迷
開
悟
す
る
こ
と
の
な
い
阿
闇
世
が
如
来
に
遇
い
絶
対
他
力
の
行
信
を
聞
い
て
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

註（
l

）

（

2
）
 

拙
稿
「
親
驚
聖
人
の
阿
閤
世
観
」
「
龍
谷
教
学
」
四
O
日万六
O
頁
｜
八
二
頁
、
同
「
親
驚
聖
人
の
阿
閣
世
観
合
乙
｜
｜
阿
閣
世
に

み
ら
れ
る
難
化
の
一
二
機
が
救
わ
れ
る
論
理
i
｜
」
「
龍
谷
教
学
』
四
二
号
三
五
頁

l
五
五
頁

『
真
宗
聖
教
全
書
」
（
以
下
『
真
聖
全
」
）
二
巻
八
五
頁
「
信
巻
」
逆
誇
摂
取
釈

一
般
的
に
「
安
眠
を
得
る
や
い
な
や
」
と
読
み
、
安
眠
で
き
ま
す
か
と
訳
す
。
し
か
し
、
こ
の
読
み
方
だ
と
六
臣
と
か
わ
ら
な
い
軽

憐
で
あ
る
が
、
親
驚
は
、
「
い
づ
く
ん
ぞ
眠
る
こ
と
を
得
ん
や
、
い
な
や
」
と
読
ま
れ
、
「
ど
う
し
て
眠
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

ょ
う
か
。
い
や
、
と
て
も
で
き
な
い
」
と
な
る
。
香
婆
は
、
秋
山
苦
し
て
い
る
阿
閣
世
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
い
て
、
六
臣
の
よ
う
に

批
評
し
て
い
な
い
。
阿
閣
世
を
為
政
者
と
し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
向
か
い
合
っ
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
こ
そ
、
香
婆
が

名
医
た
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
o

（
三
明
智
彰
「
阿
閣
陛
」
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
」
四
四
八
三
頁
）

右
問

、
サ
ン
の
字
は
、
親
驚
の
引
用
の
御
文
は
葱
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
の
引
文
は
漸
に
統
一
し
た
。

恒
松
見
照
「
親
驚
に
於
け
る
意
惚
の
研
究
」
『
龍
谷
大
学
大
学
院
研
究
紀
要
』
一
五
一
一
一
一
頁

「
真
聖
人
玉
」
二
巻
五
七
頁
「
信
巻
」
大
信
釈

「
安
心
決
定
紗
』
『
真
聖
全
』
三
巻
六
一
六
百
（

『
真
聖
人
玉
』
二
巻
九
四
貞
「
信
巻
」
逆
誇
摂
取
釈

右
同
一
五
一
貞
「
化
身
土
巻
」
三
経
隠
顕
釈

残
り
の
凹
失
は
真
門
に
引
か
れ
て
い
る
。

「
真
聖
人
L
』
↓
一
巻
七
八
頁
「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈

大
江
淳
誠
「
教
行
信
証
講
義
録
』
下
六
八

O
貞

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）

（ロ）
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『
真
聖
人
王
」
二
巻
五
七
O
頁
『
尊
号
真
像
銘
文
』

右
同
五
一

O
頁
「
高
僧
和
讃
」
善
導
讃

「
真
聖
人
王
』
一
巻
五
五
二
頁
「
散
善
義
」
下
品
上
牛
釈

右
同
六
八
一
頁
「
往
生
札
讃
』
日
中
讃

右
同

三
木
照
国
「
高
僧
和
讃
講
義
』
三
四
五
頁

「
真
聖
全
」
二
巻
一
六
一
一
貝
「
化
身
土
巻
」
真
門
釈

大
正
蔵
第
十
二
巻
四
七
七
頁
C

「
大
般
浬
般
市
経
」
北
本
巻
一
九
党
行
口
聞
及
び
右
同
七
二

O
頁

c
南
本
巻

a

七
党
行
品
。

右
同

『
真
聖
全
」
二
巻
五
二
七
頁
『
正
像
末
和
讃
』
悲
歎
述
懐
讃

右
同
六
六
五
頁
「
末
燈
紗
」

右
同
四
九
五
頁
「
浄
土
和
讃
」
観
経
讃

右
同
八
七
頁
「
信
巻
」
逆
誇
摂
取
釈

（
乃
至
）
の
、
と
こ
ろ
は
大
正
大
蔵
経
『
大
般
浬
繋
経
』
第
一
二
巻
四
八
O
頁
C

（
北
本
）
と
第
一
二
巻
七
二
一
一
一
頁
C

「
又
復
矯
者
。

即
是
阿
難
迦
葉
二
衆
。
阿
闇
世
者
。
即
是
阿
閤
世
王
後
宮
妃
后
及
王
舎
城
一
切
婦
女
。
」
一
又
復
為
と
は
、
即
ち
是
れ
阿
難
・
迦
葉
の

二
衆
阿
閣
世
と
は
即
ち
是
れ
阿
閣
世
王
の
後
宮
妃
后
、
及
び
王
舎
城
の
一
切
の
婦
女
な
り
一
が
あ
る
。

「
真
聖
全
』
二
巻
八
七
頁
「
信
巻
」
逆
誇
摂
取
釈

「
大
正
大
蔵
経
』
第
一
一
一
巻
四
八
O
頁
c
「
大
般
浬
繋
経
』
巻
二

O

訓
点
は
、
「
我
言
為
者
。
一
切
凡
夫
。
阿
関
世
者
。
普
及
子
一
切
造
一
五
逆
者
し
と
『
大
正
大
蔵
経
』
第
一
一
一
巻
七
一
一
一
一
一
貰

c
「大

般
浬
繋
経
』
巻
一
八
に
あ
る
。
信
巻
に
は
阿
南
世
王
と
あ
り
、
『
大
正
大
蔵
経
』
に
王
の
字
は
な
く
本
文
は
こ
れ
に
準
じ
た
。

中
村
元
編
『
新
・
悌
教
辞
典
』
四
四
頁

「
真
聖
全
」
二
巻
五
二
貝
「
信
巻
」
大
信
釈

『
大
正
大
蔵
経
」
第
三
二
巻
五
八
一
頁

c

五
八
二
頁

a
『
大
乗
起
信
論
』

三
明
智
彰
「
阿
関
世
」
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
」
四
四
九
九
頁

『
真
聖
全
」
一
巻
五
七
頁
「
観
経
」
真
身
観

（幻）
（お）

（却）
（却）

（出）
（回）

（お）阿
閣
世
の
廻
心

九
五



一
回
二
頁
、
大
原
性
実
著
「
教
行
信
証
概
説
」
二
二

O
頁
な
ど
に
よ

阿
閤
世
の
廻
心

九
六

（泊）
（お）

（羽）
（幻）

（お）
「ゆ
J

／

f
、

（判）
（引）

（幻）

（
刊
日
）

（

叫

）
（日）

（判）

『
真
聖
全
』
一
巻
一
一
一
一
頁
『
大
経
』
重
誓
偽

右
同
二
巻
二
頁
「
教
巻
」
出
世
本
懐

右
同
一
巻
一
六
頁
『
大
経
』
三
塗
見
光

右
同
二
巻
四
九
九
頁
『
浄
土
和
讃
』
勢
至
讃

右
同
八
九
頁
「
信
巻
」
逆
誇
摂
取
釈

右
同

右
同
九
二
頁

右
同

右
同

右
同

右
同
六
二
頁
「
信
巻
」
法
義
釈
信
楽
釈

右
同
五
人
頁
「
信
巻
」
法
義
釈
至
心
釈

機
無
・
円
成
・
廻
施
の
法
義
は
、
普
賢
大
円
著
『
真
宗
概
論
』

る。一
方
、
機
無
・
円
成
・
廻
施
・
成
一
（
信
楽
一
心
を
成
ず
る
灘
本
愛
慈
著
『
や
さ
し
い
安
心
論
題
の
話
』
三
二
頁
）

ほ
か
に
大
江
淳
誠
『
教
行
信
証
講
義
録
』
四
八
五
頁
、
研
修
部
「
真
宗
の
教
義
と
安
心
』
一
一
一
頁
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

『
真
聖
全
』
二
巻
六
八
頁
「
信
巻
」
法
義
釈

右
同
九
二
頁
「
信
巻
」
逆
誇
摂
取
釈

右
同
一
巻
五
七
頁
『
観
経
』
真
身
観

右
同
二
巻
七
七
七
頁
『
歎
異
抄
』

右
同
六
四
六
頁
『
唯
信
紗
丈
意
」

右
同
九
二
頁
「
信
巻
」
逆
誘
摂
取
釈

右
同
六
三
頁
「
信
巻
」
法
義
釈

右
同
九
二
頁
「
信
巻
」
逆
誇
摂
取
釈

右
同
九
三
頁

ヘ
げ
J

／

4
＼
 

（

岨

）
（羽）

（印）
（日）

（臼）
（日）

（

弘

）
（臼）

の
法
義
は
、



（日）

大
乗
菩
薩
道
は
、
一
般
仏
教
で
は
六
波
羅
蜜
行
を
い
い
、
真
宗
で
は
三
願
的
証
を
い
う
o

（
西
義
雄
編

村
孝
照
著
「
第
八
章
大
乗
浬
般
市
経
に
お
け
る
菩
薩
道
」
三
五
五
頁
か
ら
）

高
木
昭
良
著
『
七
祖
教
義
概
説
』
九
六
頁

『
真
聖
人
玉
」
二
巻
七
二
頁
「
信
巻
」
信
一
念
釈

右
同
六
O
四
頁
「
一
念
多
念
丈
意
』

右
同
一
頁
「
総
序
」

（町）
（臼）

（印）
（印）阿

閤
世
の
廻
心

「
大
乗
菩
薩
道
の
研
究
』
河

九
七


